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＜連絡事項＞
・本日、火災発生時の避難訓練を行っています。

・5階のストレッチャー（オレンジ色）は元の位置に戻ります。東病棟では、南病棟のストレッチャーを使用するという連絡がありました。

＜患者様連絡事項＞
・船場　幸子様～血圧高値や浮腫あることか採血、尿検査、心電図、レントゲン検査の指示あり行っている。

・中野渡　鉄男様～本日14:00　介護認定調査施行している。

・藤井　孝蔵様～転棟のご家族への連絡時、金銭準備の必要性も連絡して頂く事としてい
る。電動ベッドの代わりに北病棟ベッド（木素材）を東病棟で預かって頂
[bookmark: _GoBack]く。体交時に必要な体交枕等も持参していただいている。

＜要注目患者様＞
・赤石　陽介様～陰部掻痒感訴えるも、排尿時の尿も切れが悪く、少量ずつ出続ける様子もあり、清潔保持が困難な状況のためである事を土井Dr.から説明を受けている。エキザルベで効果ない時はデルモゾールDP軟膏で様子を見るよう指示あり。

・中居　敬悦様～表情穏やかに日課を行っている。病的体験に左右された行動はなし。

・藤井　孝蔵様～表情冴えず活気なし。食事は自力で疲労感訴え介助で2/3摂取。
　　　　　　　　バイタルサインの異常なし。身体不調の訴えもなし。多飲水傾向
　　　　　　　　見られず、飲水要求言動もなし。

＜皮膚科診察情報＞
・小豆畑　裕介様～両足乾燥、落屑あり。希望でアズノール軟膏1本処方となる。

・出河　淳様～症状特変なし。希望でエキザルベ軟膏1本処方となっている。

・島守　淳様～特変なし。外用薬はまだあり。塗布の仕方をDr.から説明を受けている。

・中村　豊～右足底の鶏眼摘除。深さがあり、一部出血あり。テラマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護施行する。Rp）①尿素クリーム1本②アズノール軟膏1本③テルビナフィンクリーム1本
皮膚科Dr.にも「水虫ってどうしてなるんですか」など多弁に質問している。
皮膚科Dr.からも現在以上体重を増やさないよう説明を受け、間食を多くした際は夕食を減らすなどの工夫をしていくようアドバイスあり。体重と鶏眼との関係性の説明も受けている。

・田端　和行様～両足趾爪肥厚伸展あり、剪る処置施行する。

・成田　富士子様～陰部の掻痒感も良くなりましたと落ち着いて話している。足趾の爪は延びておらず処置不要。同処置継続となっている。

・高橋　康満様～背部や腹部の発赤疹は軽減している。右手首の痂皮を自分で取る事があるため、滲出液あり。タベジール内服継続、デルモゾール軟膏3本処方となっている。
・松川　順子様～手足の皮膚乾燥、落屑見られず、保湿できている。軟膏まだありますと落ち着いた口調でDr.に伝えている。不穏言動なし。

＜村上Dr.診察情報＞
・田端　和行様～臨時薬同内容7日分処方。

・中野渡　鉄男様～定期薬同内容継続。

・高橋　康満様～夜間頻尿訴え、本人の希望もあり、ベオーバ50㎎1錠  1×1/夕食後7日　　　　　　　　　　分処方となっている。
